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　牛屋うしやの手間取てまとり、牛切ぎうきりの若わかいもの、一婦いつぷを娶めとる、と云いふのがはじまり。漸やつと女房にようばうにありついたは見みつけものであるが、其その婦をんな（奇醜きしう）とある。たゞ醜みにくいのさへ、奇醜きしうは弱よわつた、何なにも醜しうを奇きがるに當あたらぬ。

　本文ほんもんに謂いつて曰いはく、蓬髮ほうはつ歴齒れきし睇鼻ていび深目しんもく、お互たがひに熟字じゆくじでだけお知己ちかづきの、沈魚ちんぎよ落雁らくがん閉月へいげつ羞花しうくわの裏うらを行いつて、これぢや縮毛ちゞれつけの亂杭齒らんぐひば、鼻はなひしやげの、どんぐり目めで、面疱にきびが一面いちめん、いや、其その色いろの黒くろい事こと、ばかりで無ない。肩かたが頸くびより高たかく聳そびえて、俗ぞくに引傾ひきかたがりと云いふ代物しろもの、青あをン膨ぶくれの腹はら大おほいなる瓜うりの如ごとしで、一尺いつしやく餘あまりの棚たなツ尻ちり、剩あまつさへ跛びつこは奈何いかん。

　これが又また大だいのおめかしと來きて、當世風たうせいふうの廂髮ひさしがみ、白粉おしろいをべた〳〵塗ぬる。見みるもの、莫不辟易へきえきせざるなし。豈あにそれ辟易へきえきせざらんと欲ほつするも得えんや。

　而しかうして、而しかしてである。件くだんの牛切ぎうきり、朝あさから閉籠とぢこもつて、友達ともだちづきあひも碌ろくにせぬ。

　一日いちにも、茫ばうと成なつて、田圃たんぼの川かはで水みづを呑のんで居ゐる處ところを、見懸みかけた村むらの若わかいものが、ドンと一ひとツ肩かたをくらはすと、挫ひしやげたやうにのめらうとする。慌あわてて、頸首えりくびを引掴ひツつかんで、

「生いきてるかい、」

「へゝゝ。」

「確乎しつかりしろ。」

「へゝゝ、おめでたう、へゝゝへゝ。」

「可いい加減かげんにしねえな。おい、串戲じようだんぢやねえ。お前まへの前まへだがね、惡女あくぢよの深情ふかなさけつてのを通越とほりこして居ゐるから、鬼おにに喰くはれやしねえかツて、皆みな友達ともだちが案あんじて居ゐるんだ。お前まへの前まへだがね、おい、よく辛抱しんばうして居ゐるぢやねえか。」

「へゝゝ。」

「あれ、矢張やつぱり恐悦きようえつして居ゐら、何どうかしてるんぢやねえかい。」

「私わしも、はあ、何どうかして居ゐるでなからうかと思おもふだよ。聞きいてくんろさ。女房にようばうがと云いふと、あの容色きりやうだ。まあ、へい、何なんたら因縁いんねんで一所いつしよに成なつたづら、と斷念あきらめて、目めを押瞑おツつぶつた祝言しうげんと思おもへ。」

「うむ、思おもふよ。友ともだちが察さつして居ゐるよ。」

「處ところがだあ、へゝゝ、其その晩ばんからお前まへ、燈あかりを暗くらくすると、ふつと婦をんなの身體からだへ月明つきあかりがさしたやうに成なつて、第一だいいちな、色いろが眞白まつしろく成なるのに、目めが覺さめるだ。」

　於稀帷中微燈閃鑠之際則殊見麗人きゐのうちにびとうのせんしやくするときすなはちとくにれいじんをみるである。

「蛾眉巧笑頯頬多姿がびかうせうくわいけふたし、纖腰一握肌理細膩せんえういちあくきりさいじ。」

　と一息ひといきに言いつて、ニヤ〳〵。

「おまけにお前まへ、小屋こや一杯いつぱい、蘭麝らんじやの香かをりが芬ぷんとする。其その美うつくしい事ことと云いつたら、不啻毛嬙飛燕まうしやうひえんもたゞならず。」

　と言いふ、牛切ぎうきりの媽々かゝあをたとへもあらうに、毛嬙飛燕まうしやうひえんも凄すさまじい、僭上せんじやうの到いたりであるが、何なにも別べつに美婦びふを讚ほめるに遠慮ゑんりよは要いらぬ。其處そこで、

　不禁神骨之倶解也しんこつのともにとくるをきんぜざるなり。である。此これは些ちと恐おそろしい。

「私わしも頓とんと解げせねえだ、處ところで、當人たうにんの婦をんなに尋たづねた。」

「女房かみさんは怒おこつたらう、」

「何なんちゆツてな。」

「だつてお前まへ、お前まへの前まへだが、あの顏つらをつかめえて、牛切小町うしきりこまちなんて、お前まへ、怒おこらうぢやねえか。」

「うんね、怒おこらねえ。」

「はてな。」

　とばかりに、苦笑にがわらひ。

「怒おこらねえだ。が、何なにもはあ、自分じぶんでは知しらねえちゆうだ。私わしも、あれよ、念ねんのために、燈あかりをくわんと明あかるくして、恁かう照てらかいて見みた。」

「氣障きざな奴やつだぜ。」

「然さうすると、矢張やはり、あの、二目ふためとは見みられねえのよ。」

「其處そこが相場さうばぢやあるまいか。」

「燈あかりを消けすと又また小町こまちに成なる、いや、其その美うつくしい事ことと云いつたら。」

　とごくりと唾つを呑のみ、

「へゝゝ、口くちで言いふやうたものではねえ。以是愛之而忘其醜これをもつてこれをあいしそのしうをわする。」と言いふ。

　聞者不信きくものしんぜず。誰たれも此これは信しんじまい。

「や、お婿むこさん。」

「無事ぶじか。」

　などと、若わかいものが其處そこへぞろ〳〵出でて來きた。で、此この話はなしを笑わらひながら傳つたへると、馬鹿笑ばかわらひの高笑たかわらひで、散々さん〴〵に冷ひやかしつける。

「狐きつねだ、狐きつねだ。」

「此この川かはで垢離こりを取とれ。」

「南無阿彌陀佛なむまいだ。」

　と哄どつと囃はやす。

　屠者としや向腹むかぱらを立たて、赫かつと憤おこつて、

「試ためして見みろ。」

　こゝで、口くちあけに、最初さいしよの若わかいものが、其その晩ばん、牛切ぎうきりの小屋こやへ忍しのぶ。

　御亭主ごていしゆ、戸外おもての月つきあかりに、のつそりと立たつて居ゐて、

「何どうだあ、」

　若わかい衆しゆは額ひたひを叩たゝいて、

「偉えらい、」と云いつて、お叩頭じぎをして、

「違ちがひなし。」

「それ、何どうだあ。」

　と悦喜えつきの顏色がんしよく。

　於是こゝにおいて村内そんないの惡少あくせう、誰たれも彼かれも先まづ一ひとツ、（馬鹿ばかな事ことを）とけなしつける。

「試ためして見みろ。」

「トおいでなすつた、合點がつてんだ。」

　亭主ていしゆ、月夜つきよにのそりと立たつて、

「何どうだあ。」

「偉えらい。」と叩頭おじぎで歸かへる。苟いやしくも言げんにして信しんぜられざらんか。屠者便令與宿焉としやすなはちともにしゆくせしむ。幾遍一邑不啻名娼矣ほとんどいちいふあまねくめいしやうもたゞならず。

　一夜いちや珍めづらしく、宵よひの内うちから亭主ていしゆが寢ねると、小屋こやの隅すみの暗くらがりに、怪あやしき聲こゑで、

「馬鹿ばかめ、汝なんぢが不便ふびんさに、婦をんなの形かたちを變かへて遣やつたに、何事なにごとぞ、其その爲體ていたらくは。今去矣さらばだあ。」

　と膠にべもなく、一喝いつかつをしたかと思おもふと、仙人せんにんどのと覺おぼしき姿すがた、窓まどから飛とんで雲くもの中なか、山やまへ上のぼらせたまひけり。

　時ときに其その帷中ゐちうの婦をんなを見みれば、宛ゑんとしておでこの醜態しうたい、明白めいはくに成畢なりをはんぬ。

　屠者としや其その餘あまりの醜みにくさに、一夜いちやも側そばに我慢がまんが成ならず、田圃たんぼをすた〳〵逃にげたとかや。

明治四十四年三月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※表題は底本では、「鑑定かんてい」とルビがついています。

入力：門田裕志

校正：川山隆

2011年8月6日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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